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MEMS型気圧センサを⽤いた探究型気象教育
空気の重さを実感できますか︖

空気は、私たちの最も⾝近にある物質である。しかし、その重さを実感したことはあるだろうか。天気予報で
「1013 hPa」と聞いても、その数値が⾝体感覚と結びつくことはない。頭の上には数トンの空気が存在するとい
われる。それでも私たちはその存在を感じることができない。⾒えず、触れられず、直接確かめることが難しい。

このことが、気圧を「概念」にしてしまっているのではないか。

なぜ空気は実感できないのか

MEMS型気圧センサ⾒えない空気を測る
・空気は透明で直接観測できない
・気圧という量が⾝体感覚と結びつきにくい
・計測機器が⾼価で、導⼊が難しい
・データの意味を解釈する経験が不⾜

・数千円で１セット構築可能
・⾼い相対精度(数cmの上下差で検出可能）
・ディスプレイ表⽰に、 PC直結・WiFi

通信・microSDで記録可能
・授業段階に応じた難易度設定が可能

⽔銀柱

膜式型 MEMS型

⽔銀柱気圧計︓10万~
膜式型︓数万〜10万
MEMS型︓数千円

あまり売っていない

⼤阪教育⼤学 ⾃然科学コース２回⽣での実践（３週︓計９時間）
第１週︓気圧の基礎概念と気圧計測 第２週︓気圧センサ、マイコンの解説 第３週︓気圧センサを使って物理量計測

・４⼈１組の各班に気圧センサ、マイコン、
電池、SDカードを配布。

・概要のみ書いた実験リストの中から１つ
選び、実験計画を⽴て、実験を⾏い、
Excelでデータ整理・発表まで⾏う。

附属⾼等学校への展開 (⾼３モデル, 選択10⼈,1クラス, 6時間)

第１回︓導⼊と数式の準備
・気圧と⾼度の関係（⽐例・指数の直感）
・演習︓気圧差から⾼度差を計算

第２回︓静⽔圧平衡によるモデル化
・静⽔圧平衡と理想気体
・測定値から⾼度差を導出

パソコン・センサ・マイコンの説明

ArduinoIDEによる
マイコンへの命令書き込み

気圧の説明、演習問題

気圧と高度と気温の関係式
（静水圧平衡の式）

第５回︓ミニ探究
・実験リストからテーマ選択
・計測とデータ整理

第６回︓考察と発表
・班ごと発表・考察
・誤差評価

第３回︓センサとマイコンの構造説明
・気圧センサの構造と精度
・Arduino IDEの基本操作

第４回︓Arduino 改変と実測
・Arduino IDE のコード配布と改変
・サンプリング間隔変更

時間数に応じて⾼２(５時間)への簡略版も設計可能

本研究の教育的意義
・測定→解析→考察を⼀貫して体感
・数式を「使う」そして「理解する」へ
・学習者が担う観測からコード改変までの本物体験
・個⼈でも再現が容易で⾃由研究へ応⽤可
・安価なセンサにより普及可能

空気を『概念』から『測れる存在』へ

構内の座標点を使った
標高差計測

数式を解くだけ、計器の数値を⾒るだけでなく、実際の研究者の
フィールドワークに準拠した本物体験を提供する

気圧計を水に沈めて
水深を測る実験
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